
源
や
由
来
か
ら
、
お
は
や
し
の

楽
器
編
成
、
山
車
の
片
付
け

「
山
お
ろ
し
」
な
ど

章
に
分

け
、
１
時
間
半
ほ
ど
で
紹
介
。

山
車
の
え
い
航
に
関
わ
る
人
た

ち
に
向
け
て
は
、
大
い
に
祭
り

を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
願

い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
大
森
学
区
自
治
会
を

は
じ
め
と
す
る
協
賛
団
体
が
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
中
で
、
年

内
に
は
同
ガ
イ
ド
も
視
聴
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
の
こ
と
。
Ｄ

Ｖ
Ｄ
（
同
ガ
イ
ド
）
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
大
森
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
２
（
７

９
８
）
６
０
０
３
＝
へ
。

を
受
け
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
大
森
天
王

祭
実
施
ガ
イ
ド
」
１
０
０
枚
を

製
作
。
こ
の
ほ
ど
、
区
内
各
学

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
配
布
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
祭
り
の
中
止
が

続
き
、
運
営
方
法
な
ど
を
正
し

く
伝
承
で
き
な
く
な
る
の
で
は

―
と
考
え
た
こ
と
が
製
作
の
き

っ
か
け
。
こ
れ
ま
で
は
口
頭
で

伝
え
た
り
、
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を

書
き
留
め
た
り
し
て
き
た
。

撮
影
に
は
保
存
委
員
ら
地
域

住
民
約
１
５
０
人
が
参
加
。
昨

年
７
月
の
わ
ら
打
ち
・
し
め
縄

作
り
か
ら
始
め
、
実
際
の
準
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
進
め

な
が
ら
カ
メ
ラ
を
回
し
た
。

同
ガ
イ
ド
で
は
、
祭
り
の
起

や
和
太
鼓
の
地
元
グ
ル
ー
プ
、

お
笑
い
芸
人
が
登
場
し
、
半
円

状
に
囲
ん
だ
人
た
ち
か
ら
拍
手

と
笑
い
声
が
起
こ
っ
た
。

開
会
式
に
は
河
村
た
か
し
市

長
も
訪
れ
、
同
ま
つ
り
で
お
な

じ
み
の
「
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

！
」
の
替
え
歌
「
燃
え
よ
志
段

味
納
涼
夏
ま
つ
り
」
を
披
露
。

辺
り
が
暗
く
な
る
ご
と
に
浴
衣

姿
が
増
え
、
目
の
前
で
見
ら
れ

る
花
火
大
会
も
催
さ
れ
た
。

志
段
味
商
工
振
興
会
の
長
縄

裕
一
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
を
ぶ
っ

飛
ば
せ
の
思
い
で
開
い
た
。
夏

の
思
い
出
の
一
つ
、
心
を
つ
な

ぐ
催
し
と
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

「
志
段
味
納
涼
夏
ま
つ
り
」

（
志
段
味
商
工
振
興
会
・
守
山

商
工
会
主
催
、
中
日
新
聞
社
な

ど
後
援
）
が
先
月

日
、
志
段

味
西
球
場
＝
桜
坂
５
＝
で
開
か

れ
、
家
族
連
れ
ら
約
８
千
人
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

同
ま
つ
り
は
〝
夏
休
み
最
後

の
思
い
出
に
な
る
よ
う
〟
と
続

け
ら
れ
て
お
り
、
本
来
の
形
で

の
開
催
は
２
０
１
９
年
以
来
、

４
年
ぶ
り
。
昨
年
は
花
火
の
打

ち
上
げ
の
み
が
行
わ
れ
た
。

地
域
の
事
業
所
ほ
か
に
よ
る

出
店
は
焼
き
そ
ば
や
か
き
氷
、

金
魚
す
く
い
な
ど

店
近
く
が

並
び
、
ど
こ
も
行
列
。
特
設
の

ス
テ
ー
ジ
に
は
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

「
夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
運
動
」
に
合
わ
せ
―
。
苗

代
学
区
の
自
主
防
犯
・
防
火
パ

ト
ロ
ー
ル
が
先
月
１
日
、
小
幡

駅
南
公
園
＝
小
幡
南
１
＝
を
出

発
場
所
に
し
て
行
わ
れ
た
。

「
令
和
５
年
度

守
山
区
小

・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」
（
中
日
新
聞
守
山
販

売
店
連
合
会
後
援
）
が
７
月


日
、
守
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

＝
竜
泉
寺
２
＝
で
行
わ
れ
、


校
・
約
３
０
０
人
が
集
ま
っ
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
対
戦
結

果
は
次
の
通
り
。

〈
１
次
予
選
〉
白
沢
小
２
―

０
鳥
羽
見
小
、
下
志
段
味
小

（
親
善
）
西
城
小
、
守
山
西
中

２
―
０
森
孝
中
、
苗
代
小
２
―

０
志
段
味
西
小
、
大
森
中
２
―

０
志
段
味
中
、
吉
根
小
２
―
０

天
子
田
小
、
瀬
古
小
２
―
０
小

幡
北
小
、
上
志
段
味
小
２
―
０

廿
軒
家
小
、
大
森
北
小
２
―
０

守
山
東
中
、
二
城
小
２
―
０
森

孝
東
小

〈
２
次
予
選
〉
小
幡
小
２
―

０
白
沢
小
、
大
森
小
２
―
０
下

志
段
味
小
、
守
山
中
２
―
０
守

山
西
中
、
大
森
中
２
―
０
苗
代

小
、
瀬
古
小
２
―
０
吉
根
小
、

上
志
段
味
小
２
―
１
森
孝
西

小
、
大
森
北
小
２
―
１
吉
根
中
、

二
城
小
２
―
０
志
段
味
東
小

〈
３
次
予
選
〉
小
幡
小
２
―

０
大
森
小
、
守
山
中
２
―
０
大

森
中
、
瀬
古
小
２
―
０
上
志
段

味
小
、
大
森
北
小
２
―
０
二
城

小
〈
準
決
勝
〉
守
山
中
２
―
０

小
幡
小
、
瀬
古
小
２
―
０
大
森

北
小〈

決
勝
〉
守
山
中
２
―
０
瀬

古
小

区
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

３
位
の
小
幡
小
学
校

３
位
の
大
森
北
小
学
校

準
優
勝
の
瀬
古
小
学
校

昨年に続き優勝の守山中学校

「
名
器
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
で

聴
く
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト

後
藤
浩
二

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

情
じ
ょ
う

家け

み
え
」
が

月

日
（
金
）、

守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
１

＝
で
開
か
れ
る
。
午
後
６
時
半

開
演
、
同
６
時
開
場
。

後
藤
さ
ん
は
守
山
区
出
身
、

白
沢
小
・
守
山
北
中
の
卒
業
生

で
、
日
本
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ニ
ス
ト
。
一
昨
年
に
続
く

二
度
目
の
地
元
公
演
で
は
、
力

強
く
味
わ
い
深
い
歌
声
を
持
つ

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
情
家
さ
ん
と

協
演
す
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
枯
葉
」

「
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ

ｆ
ｏ
ｒ

Ｓ
ａ

ｌ
ｅ
」
「
シ
チ
リ
ア

ー
ノ
」
ほ
か
。
ユ
ニ

ッ
ト
「
み
え
こ
う

じ
」
と
し
て
も
活
躍

し
て
い
る
二
人
が
、

ジ
ャ
ズ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
ジ
ャ

ズ
ア
レ
ン
ジ
し
た
名
曲
の
数
々

を
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
響
き
と

と
も
に
披
露
す
る
。

チ
ケ
ッ
ト
（
全
指
定
席
）
は

一
般
２
千
円
。
電
子
チ
ケ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
「
ｔ
ｅ
ｋ
ｅ
ｔ
・
テ

ケ
ト
」
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
）
ほ
か
で
販
売
中
。

ま
た
、
守
山
文
化
小
劇
場
窓
口

の
み
で
取
り
扱
い
、
守
山
区
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
対
象
の

「
守
山
区
民
割
」
１
５
０
０
円

（
身
分
証
や
勤

務
先
の
名
刺
な

ど
提
示
要
）
も

あ
り
。

未
就
学
児
入
場
不
可
。
問
い

合
わ
せ
は
同
劇
場
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

同
コ
ン
サ
ー
ト
の
招
待
券
を

本
紙
読
者
３
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
ジ
ャ

ズ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
本

文
に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
お
近
く
の
中
日
新

聞
販
売
店
名
を
記
入
し
て
＝ci

rcle@m-hn.com

＝
へ
。

〈
郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
６
５
、
廿
軒
家

の

、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
ジ
ャ

ズ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
プ
レ

ゼ
ン
ト
係
へ
。

と
も
に
締
め
切
り
は

日

（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

金
城
学
院
大
学
＝
大
森
２
＝

広
告
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
３
人

が
先
月
８
日
、
守
山
消
防
署
＝

西
新
＝
を
訪
れ
て
取
材
。
建
物

火
災
の
原
因
に
つ
い
て
学
ん
だ

ほ
か
、
は
し
ご
車
搭
乗
や
防
火

衣
試
着
な
ど
を
体
験
し
た
。


月
の
「
秋
の
火
災
予
防
運

動
」
に
向
け
、
産
官
学
連
携
・

コ
ラ
ボ
に
よ
る
防
火
ポ
ス
タ
ー

を
制
作
し
よ
う
と
企
画
。
昨
年

に
続
き
行
わ
れ
、
取
材
は
消
防

へ
の
理
解
を
深
め
て
デ

ザ
イ
ン
案
の
参
考
に
す

る
た
め
の
も
の
。

「
市
役
所
に
本
部
が

あ
り
、
行
政
区
ご
と


の
消
防
署
が
あ
る
」
と

市
消
防
局
の
組
織
を
紹

介
す
る
職
員
の
話
に
、

ま
ず
耳
を
傾
け
た
学
生

ら
。
続
い
て
質
疑
応
答

の
形
で
、
建
物
火
災
の

原
因
は
コ
ン
ロ
と
た
ば

こ
が
多
い
こ
と
や
、
近

年
増
加
し
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
が
原
因
の
火
災
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

ま
た
消
防
車
両
を
見
学
し
、

は
し
ご
車
搭
乗
や
タ
ン
ク
車
を

使
っ
た
放
水
も
体
験
。
防
火
衣

と
、
空
気
ボ
ン
ベ
な
ど
呼
吸
器

を
身
に
着
け
る
場
面
で
は
、
約


㌔
の
重
さ
に
思
わ
ず
よ
ろ
け

る
姿
を
見
せ
て
い
た
。

「
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
、
普
段
生
活
し
て

い
て
分
か
ら
な
い
部
分
を
伝
え

ら
れ
た
ら
」
と
同
研
究
会
会
長

の
濵
口
雅
子
さ
ん
（
２
年
）
。

現
在
両
者
で
防
火
ポ
ス
タ
ー
３

点
の
内
容
検
討
・
手
直
し
を
進

め
て
お
り
、

月
に
は
区
内
各

学
区
の
掲
示
板
ほ
か
へ
掲
出
。

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
（
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
）
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

も
使
っ
て
啓
発
す
る
。

子
ど
も
向
け
「
夏
休
み
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
１
日
体
験
講
座
」
が

先
月
４
日
に
守
山
区
社
会
福
祉

協
議
会
＝
小
幡
南
１
＝
で
開
か

れ
、
小
学
１
年
か
ら
高
校
３
年

の
男
女

人
が
学
ん
だ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？
―

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
、
区
社

協
が
主
催
。
防
災
や
食
事
作
り

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
で
毎

年
こ
の
時
期
催
し
て
い
る
。

こ
と
し
は
紙
芝
居
読
み
聞
か

せ
が
行
わ
れ
、
音
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
グ
ル
ー
プ
ひ
ば

り
」（
柏
本
妙
子
代
表
）

メ
ン
バ
ー
が
指
導
。
発

声
の
仕
方
や
抑
揚
を
つ

け
た
読
み
方
を
教
え
、

照
れ
く
さ
そ
う
に
す
る

子
に
は
「
明
る
く
元
気

に
、
大
き
な
声
を
出
し

て
ね
」
と
声
が
け
し
た
。

練
習
と
打
ち
合
わ
せ

を
終
え
た
子
ど
も
た
ち

は
、
同
じ
階
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
移
動
。
拍
子

木
を
響
か
せ
た
後
、
役
ご
と
に

分
か
れ
て
読
む
な
ど
紙
芝
居
を

披
露
し
た
。
お
年
寄
り
ら
は
優

し
い
ま
な
ざ
し
で
見
守
り
、
熱

演
に
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

講
座
の
最
後
に
は
、
柏
本
代

表
が
「
皆
さ
ん
度
胸
が
い
い
。

聞
い
て
い
た
だ
く
喜
び
を
学
べ

た
の
で
は
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま

た
、
体
験
し
た
小
学
６
年
生
の

男
の
子
は
「
聞
い
て
い
る
人
た

ち
が
喜
ん
で
い
て
、
め
っ
ち
ゃ

よ
か
っ
た
」
と
、
う
れ
し
そ
う

に
感
想
を
話
し
て
い
た
。

夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
日
体
験
講
座

小
学
生
か
ら
高
校
生
が
紙
芝
居
読
み
聞
か
せ

金
城
学
院
大
生
が
消
防
署
を
取
材

は
し
ご
車
搭
乗
や
防
火
衣
試
着
な
ど
体
験

２
０
１
４
年
、
市
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
同
祭
。

江
戸
時
代
、
大
森
村
に
疫
病
が

流
行
し
、
大
森
寺
の
和
尚
が
大

八
車
に
白
張
り
ち
ょ
う
ち
ん
を

と
も
し
て
村
の
若
者
に
引
か
せ

た
と
こ
ろ
、
疫
病
が
収
ま
っ
た

と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
祭
り

の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
と
し
は
奉
賛
会
員
３
０
０

人
以
上
が
携
わ
り
、
山
車
を
先

導
す
る
運
営
委
員
の
ほ
か
、
本

厄
・
前
厄
・
後
厄
の
会
員
ら
約


人
が
か
じ
棒
や
綱
な
ど
三
つ

の
係
に
分
か
れ
て
え
い
航
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
で

山
車
を
引
け
な
か
っ
た
人
た
ち

も
特
例
と
し
て
加
わ
っ
た
。

山
車
は
祭
り
の
本
部
と
な
っ

た
大
森
会
館
＝
大
森
２
＝
を
出

発
。
午
前
・
午
後
に
分
け
て
３

学
区
内
を
練
り
歩
き
、
元
天
王

社
な
ど

カ
所
で

神
楽
を
奉
納
し

た
。
大
森
天
王
祭

山
車
奉
賛
会
の
臼

井

司
会
長
は

「
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
で
き
る

祭
り
を
通
じ
、
こ

の
地
域
を
自
分
の

ま
ち
・
ふ
る
さ
と

に
し
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
て
い
た
。

◇　
　

◇

ま
た
、
大
森
天

王
祭
山
車
奉
賛
会

は
文
化
庁
・
地
域

文
化
財
総
合
活
用

推
進
事
業
の
補
助

　大森天王祭山車奉賛会による伝統行事、４年ぶりの「大森

天王祭」が先月８日に行われ、山車が大森・天子田・大森北

の三つの学区内を華やかに練った。

同
学
区
の
連
合
町
内
会
と
連

協
生
活
安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
が
主
催
。
回
覧
板
を
使
っ
た

呼
び
か
け
に
、
全

町
内
会
の

会
長
を
は
じ
め
と
し
た
住
民
ら

約
３
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

開
会
式
で
は
、
守
山
署
員
が

同
学
区
の
犯
罪
発
生
状
況
に
つ

い
て
「
こ
と
し
は
特
殊
詐
欺
１

件
の
み
。
優
秀
な
学
区
」
と
紹

介
し
、
参
加
者
か
ら
は
拍
手
。

ま
た
、
区
内
外
で
活
躍
す
る
和

太
鼓
チ
ー
ム
「
も
り
や
ん
」
も

力
強
い
演
奏
を
披
露
し
て
、
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

参
加
者
は

の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
あ
ら
か
じ
め
設
け
ら

れ
た
コ
ー
ス
へ
向
け
て
出
発
。

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」

と
書
か
れ
た
黄
色
い
の
ぼ
り
旗

を
手
に
し
て
歩
き
、
学
区
内
を

く
ま
な
く
見
回
っ
た
。

連
協
生
活
安
全
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
事
務
長
の
井

上
和
彦
さ
ん
は
「
暑
い

中
、
た
く
さ
ん
の
人
が
参

加
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た

い
。
年
２
回
の
学
区
内
パ

ト
ロ
ー
ル
や
、
防
災
の
催

し
『
あ
そ
ぼ
う
祭
』
な

ど
、
今
後
も
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

苗
代
学
区
防
犯・防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

全

町
内
の
住
民
ら
３
０
０
人
余
が
参
加

デイサービス利用者らに紙
芝居を披露する子どもたち

話の途中にも救急要請―救急車
の見学は中断、すぐに出動した

のぼり旗を手にパトロ
ールへ出発する住民ら

「
わ
っ
し
ょ
い
」
の
か
け
声
と
と
も
に
引
か
れ
る
山
車

４年ぶり「大森天王祭」

Ｄ
Ｖ
Ｄ「
大
森
天
王
祭
実
施
ガ
イ
ド
」も
製
作

後
藤
さ
ん
（
左
、
ピ
ア
ノ
）

と
情
家
さ
ん
（
ボ
ー
カ
ル
）

キッズダンスなどのステージ
に数多くの来場者が集まった

〝夏休み最後の思い出に〟

志段味納涼夏まつり
約8000人の来場者でにぎわう

名
器
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
で
聴
く
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

後
藤
浩
二
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
情
家
み
え
来
月

日

守
山
文
化
小
劇
場 ＤＶＤ「大森天王祭実施

ガイド」のワンシーン
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